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ー・ 本日お話しする内容 ・ー

Ⅰ. ベトナム経済と日越経済関係

Ⅱ. 指導者交替の続くベトナム政局

 ー トー・ラム新書記長の下で安定回復に向かうか？ ー

Ⅲ. ベトナムの「竹外交」

 ー したたかな戦略的計算に基づく「全方位外交」

Ⅳ. 日越の「共感と共鳴」の原点



ベトナム経済と日越経済関係



22.79

6.88

9.19

18.58

9.21

5.85

4.09

0.63
2.66

3.53

3.54

2.79
3.23

1.84

3.15

3.25
4.08

0

4

8

12

16

20

24

2008 2010 2012 2014 2016 2018 2020 2022 2024年

1~6月

% CPI上昇率

➢ GDP成長率は高水準を維持。コロナ前は7%成長、2020～21年は厳しいロックダウン等により2%台後半（ただし
ASEAN主要国では唯一プラス成長を維持）、2022年は早期の政策転換が奏功し8%台まで回復。2023年は世界経済
の影響で前半減速し通年でも5.05%と政府目標を下回るも、年後半にかけ回復ペースが加速。2024年もASEAN主要
国の中でトップレベルの成長を維持するとの見通しで、上期（1～6月）の成長率は6.42%と堅調。

➢ インフレ率は低水準を維持。コロナ後、経済活動再開による需要の急拡大やウクライナ情勢をはじめとする地政学
的リスクの高まり等に伴い欧米諸国でインフレが進行した際も、3%台に抑制。2024年は4月以降3か月連続で4%台
（上期の平均インフレ率は4.08%）となっているものの、通年ではベトナム国家銀行（中央銀行）の物価目標4～4.5%以
内に収まるとの見方。

■2024年のGDP成長率見通し（各国比較）
世銀6月予測：
比5.8%、 越5.5%、 尼5.0%、 馬4.3%、 泰2.4%
ADB4月予測：
越6.0%、 比6.0%、 尼5.0%、 馬4.5%、 泰2.6%

■消費者物価指数（CPI）上昇率の各国比較

出所：ベトナム統計総局 出所：ベトナム統計総局

WTO加盟後の投資ブーム
等による景気過熱

リーマンショック後の
景気再加熱

ベトナム経済の現況

（対前年同月比）
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（出典：越統計総局、World Development Indicators）
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➢ 2023年のベトナム全国の一人当
たりGDPは4,284米ドル。

➢ ハノイ市やホーチミン市の一人当
たりGDPは6千米ドルを超える。ク
アンニン省に至っては8千米ドル
を超え、全国平均の2倍超となっ
ている。

➢ バリアブンタウ省内一人当たり
GDPは12,968米ドルで、高所得国
水準に肉薄（同省はベトナムの石
油埋蔵量の9割強、天然ガス埋蔵
量の2割弱を占めるほか、カイメッ
プ・チーバイ港（深水港）など大型
港湾や工業団地を多数有する）。

低所得国 低中所得国 高中所得国 高所得国
1,136～4,465 4,466～13,845 ＞13,845＜＝1,135

世界銀行による所得水準別分類（2024年度）
■低所得国： ＜＝1,135米ドル
■低中所得国：1,136～4,465米ドル
■高中所得国：4,466～13,845米ドル
■高所得国： ＞13,845米ドル
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貿易額・貿易収支の推移

➢ コロナ禍の2021年を含め貿易額は拡大していたが、2023年は世界経済減速の影響もあ
り、14年ぶりに前年割れ。

➢ 日本は、第4位の貿易相手国だが、貿易収支は概ねバランス。

➢ 過去約20年間、中国・韓国との入超（赤字）、米国・EUとの出超（黒字）の傾向が顕著。

（出典：ベトナム統計総局）

国別貿易収支の推移貿易額（輸出額＋輸入額）の推移
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ベトナムと中国の外国直接投資額比較

➢ 中国への外国直接投資は２０２２年以降減少傾向。２０２３年８月以降はデータ未公開。
➢ 一方、ベトナムへの外国直接投資は安定的に増加。特に２０２３年第２四半期（４～６月）
における対前年伸び率には大きな差。２０２３年通年では前年比３２％増加。

（出典：ベトナム計画投資省（認可ベース）、中国商務部（実行ベース））

➢ 前年同期比（中国）
・２０２３年１～７月期： －９．８％
・２０２３年４～６月期：－２２．１％

➢ 前年同期比（ベトナム）
・２０２３年１～７月期： ＋４．５％
・２０２３年４～６月期：＋５５．９％
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半導体/ハイテク関連の最近の動向/報道ぶり（抜粋）

（出典：2023年11月16日付政府ニュース）
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➢ 「ベトナムは、科学技術、イノベーション、グリーン経済、
デジタル経済、循環型経済、知識経済、半導体製造、新
エネルギー（水素など）、再生可能エネルギー、金融セン
ターの実現、グリーンファイナンス、バイオテクノロジー、
医療の分野への投資誘致を優先している。」

➢ APEC CEOサミット2023

➢ 米越のビジネス及び地域をつなぐ円卓会議

➢ 「ベトナムは、ハイテク、チップ製造、半導体製造、グリー
ン経済、デジタル経済、キャッシュレス決済などの分野へ
の米企業の投資を歓迎する。」

➢ ティム・クックApple社CEOとの会談

➢ 「（越米関係の包括的戦略的パートナーシップへの格上
げを強調し、）これはApple社にとってベトナムへの投資
を拡大する絶好の機会である。特にハイテク分野はベト
ナムが優先し奨励する分野でもある。」

（出典：2023年11月17日付政府ニュース）

（出典：2023年11月16日付政府ニュース）
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半導体関連の最近の動向/報道ぶり（抜粋）
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➢ バイデン米大統領が訪越、半導体分野など連携強化

（出典：2023年9月10日付ホワイトハウスウェブサイト「ファクトシート」、9月19日付JETROウェブサイト）

➢ ベトナム半導体イノベーションネットワーク発足

（出典：2023年10月29日付計画投資省ウェブサイト）

➢ 10月29日に開催された半導体産業サミットで正式に発足。
➢ ズン計画投資相は発足式で、「ベトナム政府は一貫して半導体産
業の発展に関心を寄せている。国家イノベーションセンター（NIC）
の設立や、ハノイ、ホーチミン、ダナンに３つのハイテクパークを設
けるなど、半導体産業への投資を歓迎するためのインフラや優遇
制度を整えている。近い将来、ベトナムが世界の半導体製造サプ
ライチェーンで重要な役割を果たすようになる。」など発言。

➢ バイデン米大統領が9月10～11日に訪越。両国は二国間関係をベ
トナム外交上最高位の「包括的戦略パートナーシップ」に格上げし、
経済面では貿易促進や半導体分野を筆頭に協力関係を深めてい
くと発表。

➢ ホワイトハウスが発表したファクトシートでは、半導体サプライ
チェーン強化の具体的案件として、米アムコーテクノロジーが建設
する北部バクニン省の工場の10月の稼働開始、米シノプシスとサ
イゴンハイテクパークの共同事業による半導体設計拠点とインキュ
ベーションセンターの設立、米マーベルテクノロジーの設計拠点設
立を公表。そのほか、米エヌビディアが地場のICT大手FPT、通信
大手ベトテル、複合企業ビングループとAIを駆使した事業での提携
なども発表。



半導体関連の最近の動向/報道ぶり（抜粋）
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➢ 蘭BESI社がサイゴン・ハイテクパークで投資計画

➢ 米国務次官（経済成長・エネルギー・環境担当）と会談

➢ ジエン商工相は11月15日、APEC閣僚会議に合わせて訪米し、フェ
ルナンデス米国務次官と会談。ベトナムの半導体産業を発展させ
るための政策指導や人材育成などの分野での協力を要請。

（出典：2023年11月16日付商工省ウェブサイト）

➢ ベトナム、半導体で高みを目指す

➢ 「ベトナムは現在、ゼロから世界トップクラスの半導体産業を築き上げることができたかつての台
湾のように、世界的なチップ生産国になる可能性があると見られている。」（越IT大手FPTソフト
ウェアCOO兼FPTセミコンダクター会長チャン・ダン・ホア氏の発言）

（出典：2023年11月6日付ベトナムニュース）

➢ ルッテ蘭首相及びチン首相立ち会いのもと、11月2日にハノイで蘭
越ハイテクビジネスフォーラム開催。

➢ 半導体製造装置の開発・製造・販売を手がける蘭BEセミコンダク
ター・インダストリーズ（BESI）社に対し、サイゴン・ハイテクパーク
（SHTP）管理委員会が投資許可証を付与。投資総額5億米ドル、
事業期間50年の予定。

（出典：2023年11月3日付ホーチミン市ウェブサイト）



日越経済関係

◆日本にとって、ベトナムは重要な生産拠点であり、ＡＳＥＡＮの中で最も有望な投資先。
◆ベトナムにとって、日本は主要な投資（元）国であり、貿易相手国。

● JETRO日本企業海外事業展開調査（2024年2月公表）

・ベトナムは日本企業（本社）の進出意欲が世界で２番目に高い

ベトナム（24.9％）は、米国（28.1％）に次いで世界第２位。

企業規模別に見ても、大企業、中小企業ともに世界第２位。

25

●JETRO海外進出日系企業実態調査（2023年12月公表）

・６割近くのベトナムへの進出海外拠点が事業拡大を検討。

今後１～２年の事業展開の方向性について「拡大」と回答した

企業の割合が56.7%。ASEAN平均（47.5%）を上回る。

出典：JETRO「日本企業の海外事業展開に関するアン
ケート調査」（24年２月）

今後の事業拡大先（上位10カ国地域）

●JETRO海外サプライチェーン多元化等支援事業

・採択案件124件のうち、52件がベトナム（国別最多）。

• 工業団地、スマートシティの建設。

• 交通、エネルギー分野のインフラ整備。

➢ ベトナム側は、技術移転を伴う日本企業の誘致に熱心。
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日本 韓国 中国 米国 香港 台湾 シンガポール
2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

20年：大型発電所案件18年：スマートシティ案件

19年：LGのスマホ生産移管

19年：タイ資本による
地場ビール会社買収

21年：大型発電所案件

22年：大型
発電所案件

（十億米ドル）

17年：大型発電所案件

（出典：計画投資省、ベトナム外国投資庁）

対越投資の現況

➢ 日本の2022年の対越投資額は、上位投資国の中で唯一、前年比で増加。クアンニン省
におけるLNG to Power など、発電案件等が寄与。

➢ 日本の2023年の対越投資額は65億米ドル超で、実質首位（シンガポールに次ぐ僅差の
2位）。3位以下の香港・中国・韓国を大きく引き離す（約20億米ドルの開き）。

23年：地場大手商業銀行への
出資案件、大型発電所案件
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（十億米ドル）

17年：大型発電所案件

（出典：計画投資省、ベトナム外国投資庁）

対越投資の現況

➢ 日本の2022年の対越投資額は、上位投資国の中で唯一、前年比で増加。クアンニン省
におけるLNG to Power など、発電案件等が寄与。

➢ 日本の2023年の対越投資額は65億米ドル超で、実質首位（シンガポールに次ぐ僅差の
2位）。3位以下の香港・中国・韓国を大きく引き離す（約20億米ドルの開き）。

23年：地場大手
商業銀行への出資案件

対ベトナムＯＤＡ

●日本企業にとってベトナムは、重要な生産拠点であり、Ａ
ＳＥＡＮの中で最も有望な投資先

➢  ＯＤＡを通じベトナムの投資・貿易・ビジネス環境を改善

●１９９２年以降累計で一貫して、我が国はベトナムの最大
の援助国

●近年各国ドナーからベトナムに対するＯＤＡは減少傾向
にあったが、円借款については直近では回復しつつある。

年度 円借款 無償資金協力
技術協力
（JICA）

2016 1,321.42 26.35 90.40

2017 1,003.04 30.43 67.10

2018 0 13.63 64.81

2019 118.91 30.40 50.15

2020 0 49.60 42.90

2021 108.13 37.39 48.95

2022 188.71 16.61 46.75

2023 1022.07 33.92* 計算中

27

6banksの対ベトナム「新規」借款実績

単位：億円
日本の対ベトナムＯＤＡ推移

・Totalは右目盛り、機関別は左目盛り。
 ・ＬＡ締結ベース。

＊速報値

*

*

*草の根無償等一部集計中

（円借款及び無償資金協力は原則交換公文ベース、
技術協力はJICA経費実績ベース。）





対ベトナムＯＤＡ（主な事例）

※事業は継続中のため金額は現時点のものを表示。

• 円借款事業として、ダナン-クアンガイ間/ホーチミン-ゾーザイ間/ベンルック-ロンタイン間の3事業を支援

（１）南北高速道路（ダナン～クアンガイ間）（円借款）
• 高速道路建設（片側2車線、全長約131km）
• 借款額：759.20億円
• 協力期間：2011年6月～2018年9月
（JICA開通 2017年8月） 世銀との協調融資案件

（３）南北高速道路（ベンルック～ロンタイン間）（円借款）
• 高速道路建設（片側3車線、全長約58km）
• 借款額：454.21億円（STEP）
• 協力期間：2011年11月～（※１）
• ADBとの協調融資案件、主要円借款対象は橋梁。

（２）南北高速道路（ホーチミン～ゾーザイ間）（円借款）
• 高速道路建設（片側2車線、全長約55km）
• 借款額：601.36億円
• 協力期間：2008年3月～2017年3月
（供用開始 2017/3） ADBとの協調融資案件

南北高速道路

（※１）発注者の予算問題により２０１９年から工事が中断
してしまっていたが、２０２３年８月に工事が再開
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南北高速鉄道（要望案件）

・ハノイ～ホーチミン間（全長約1,599km）を結ぶ高速鉄道整備。

・総事業費：670億米ドル（約9兆円）、
 うち230億米ドルについて円借款による支援を希望※

事業概要

これまでの経緯

※優先整備区間
（北部）ハノイ～ビン（284 
km）、
（南部）ホーチミン～ニャチャ
ン（366km）

・ベトナム交通運輸省でプレF/S※の最終化に向け精査中。

・2025年までの投資計画の承認を目指すとされており、そのためには 
2024年の国会に付議される必要がある。国会で可決後、案件の具体
化が進む見込み。

今後の見通し

・2010年6月：JICAが全線計画整備方針の策定を支援し、
国会で計画が審議されるも承認得られず※継続検討
※主な理由は、事業費がベトナムのGDPに比して高いこと（GDPの1/2超）

（以後も、JICAによる技術支援を実施）

・2021年11月：国家鉄道開発計画の首相承認
（2030年までに南北高速鉄道を優先、一部区間の着工、
 2050年までに全線完成を目標）

・2023年12月の日越首脳会談でチン首相が言及。
（上記をはじめ、官房長官、財政大臣、交通運輸大臣※等からも支援要請あり。）

※プレF/S：プロジェクトの実施前に事業性を評価するための調査

※フォックMOF大臣発言（2024年5月3日）

※タン交通運輸大臣からは人材育成への支援協力もあり。



対ベトナムＯＤＡ（最近の動向）
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案件
新型コロナウィルス感染

症対応
支援借款

ビンズオン省公共交通イ
ンフラ
改善計画

ラムドン省農業開発イン
フラ

改善計画（フェーズ1）

ホーチミン市都市鉄道計
画（ベンタイン・スオイティ

エン間（１号線））

概要

ベトナム政府への財政支
援を通じ、新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響を受
けた生計への負担軽減
及び経済回復・成長のた
めのベトナム政府による
政策実施を支援し、もっ
て同国の経済・社会の安
定及び開発努力の促進
に寄与する。

BRT※導入のため、ビン
ズオン新都市とホーチミ
ン都市鉄道１号線の終着
駅であるスオイティエン
ターミナル駅を結ぶ幹線
道路（ミーフック・タンバン
道路）上の立体交差等の
整備により、同省内の増
加する交通需要への対
応及びホーチミン市との
連結性向上を図り、もって
ホーチミン大都市圏の経
済発展に寄与する。

ラムドン省において、道
路・灌漑施設等の農業基
礎インフラ整備を支援す
ることにより、主要作物の
生産性向上、出荷物流の
改善を図り、もってフード
バリューチェーン構築、農
産物の高付加価値化、国
際競争力強化に寄与する。

ベトナム最大の都市であ
るホーチミン市において、
都市鉄道及びその関連
施設の整備を行うもので、
ホーチミン都市圏の交通
渋滞及び大気汚染の緩
和を図り、もって地域経済
の発展及び都市環境の
改善を通じた成長と競争
力強化に寄与する。

供与
限度
額

500億円 62億4,400万円 47億3,900万円 412億2,370万円

●2023年5月、G7広島サミットの機会に行われた日越首脳会談において、

総額609億8,300万円を限度とする円借款３件に関する書簡の交換が行われた。

●2023年12月、日ASEAN特別首脳会議の機会に行われた日越首脳会談において、

412億2,370万円を限度とする円借款１件に関する書簡の交換が行われた。

●その結果、2017年以降初となる、総額1,022億円に到達
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「指導者交替の続くベトナム政局」

－トー・ラム新書記長の下で安定回復に向かうか？ － 



ベトナムにおける頻繁な指導者交替が関心を呼んでいる。 

• ベトナムの政治指導部の頂点にあるTOP４

(共産党書記長、国家主席、首相、国会議長)だけでも、

昨年１月：グエン・スアン・フック国家主席の退任

今年３月：ヴォー・ヴァン・トゥオン国家主席の退任

今年４月：ヴォン・ディン・フエ国会議長の退任

今年５月：トー・ラム国家主席の就任、

チャン・タイン・マン国会議長の就任

今年７月：グエン・フー・チョン書記長の死去

今年８月：トー・ラム新書記長の選出

• 更に、TOP4以外の政治局員まで含めると、過去一年半

程度の間にベトナムの政治局員18名のうちの半数に近い

８名が交替。 

2024年5月に開幕した国会第7会期において
新国家主席及び新国会議長が選出された。



国会議長(1962年)
TranThanh Man
チャン・タイン・マン
ハウザン省

南

第１３期党政治局員リスト（2024年8月26日現在）

北

北中
党中央監査委員長
(1961年)
Tran Cam Tu
チャン・カム・トゥ
ハティン省

南
ホーチミン国家政治学院長
(1957年)
Nguyen Xuan Thang
グエン・スアン・タン
ゲアン省

北中

党書記局常務(1957年)
Luong Cuong
ルオン・クオン
フート省

中
党中央内政委員長
(1958年)
Phan Dinh Trac
ファン・ディン・チャック
ゲアン省

北中
国防大臣(1960年)
Phan Van Giang
ファン・ヴァン・ザン
ナムディン省

北

党中央宣教委員長
(1962年)
Nguyen Trong Nghia
グエン・チョン・ギア
ティエンザン省

ハノイ市党委書記
（1965年）
Bui Thi Minh Hoai
ブイ・ティ・ミン・ホアイ
ハナム省

北
党中央組織委員長
（1970年)
Le Minh Hung
レー・ミン・フン
ハティン省

北中

首相（1958年）
Pham Minh Chinh
ファム・ミン・チン
タインホア省

北中

副首相(1958年)
Nguyen Hoa Binh
グエン・ホア・ビン
クアンガイ省

ベトナム祖国戦線議長
（1962年）
Do Van Chien
ドー・ヴァン・チエン
トゥエンクアン省

HCM市党委書記
(1957年)
Nguyen Van Nen
グエン・ヴァン・ネン
タイニン省

南

党書記長 (1957年)
To Lam
トー・ラム
フンイエン省

政治局員15名

越日友好議連会長

8月3日、党書記長就任（国家主席兼務）

国家主席 (1957年)

※トー・ラム党書記長が兼務

5月に選出
8月16日に
選出

北

北
公安大臣（1965年）
Luong Tam Quang
ルオン・タム・クアン
フンイエン省

北



党書記長（1944年）
Nguyen Phu Trong
グエン・フー・チョン
ハノイ市

北

最高人民裁判所長官
(1958年)
Nguyen Hoa Binh
グエン・ホア・ビン
クアンガイ省

人民軍政治総局長
(1957年)
Luong Cuong
ルオン・クオン
フート省

国会議長(1957年)
Vuong Dinh Hue
ヴオン・ディン・フエ
ゲアン省

国家主席(1970年)
Vo Van Thuong
ヴォー・ヴァン・トゥオン
ヴィンロン省

中

北中 北中
党書記局常務（1958年）党中央組織委員長
Truong Thi Mai
チュオン・ティ・マイ
クアンビン省

党中央理論評議会議長兼
HCM国家政治学院長(1957年)

Nguyen Xuan Thang
グエン・スアン・タン
ゲアン省

HCM市党委書記(1957年)

Nguyen Van Nen
グエン・ヴァン・ネン
タイニン省

公安大臣(1957年)
To Lam
トー・ラム
フンイエン省

国防大臣(1960年)
Phan Van Giang
ファン・ヴァン・ザン
ナムディン省

国会筆頭副議長(1962
年)
TranThanh Man
チャン・タイン・マン
ハウザン省

南

北

南

第１３期党政治局員（24年1月時点）

党中央経済委員長(1964年)
Tran Tuan Anh
チャン・トゥアン・アイン
クアンガイ省

北

北

ハノイ市党委書記
(1961年)
Ding Tien Dung
ディン・ティエン・ズン
ニンビン省

党中央内政委員長(1958年)
Phan Dinh Trac
ファン・ディン・チャック
ゲアン省

北中 北中
党中央監査委員長(1961年)
Tran Cam Tu
チャン・カム・トゥ
ハティン省

北中

兼
任

南

首相（1958年）
Pham Minh Chinh
ファム・ミン・チン
タインホア省

北中

北中 北中

参考



反腐敗キャンペーン

このように頻繁な指導者交替が起こる原因となっているのが、「反腐
敗キャンペーン」。

故グエン・フー・チョン書記長が自らの政治生命を賭けて取り組んで
きた大事業。同書記長の葬儀では、弔問に訪れた市民の列が時間
を過ぎても途切れることがなかった。

ベトナムが独立１００周年となる２０４５年までに高所得国入りすると
いう大目標を達成するために避けては通れない重要なテーマ。 

腐敗は、ベトナムの社会制度に巣くう深刻な構造問題である。

ベトナムが海外から質の高い投資を呼び込み、更に高度な経済成
長を遂げるためには、腐敗克服は不可欠。

党中央執行委員会総会で

スピーチする

グエン・フー・チョン書記長



社会的、政治的コスト 

他方、腐敗克服には荒療治が必要。社会的・政治的コストは高い。

過去一年半に政治局員の半数近くが腐敗がらみで辞任。  

高位の幹部であろうと容赦しない厳格な姿勢には国民的支持。

しかし、同時に、政治的な混乱、公務員の萎縮。

腐敗克服を重視？それとも行政の効率性を重視？

この大きな矛盾に直面しながら微妙な舵取りを続けている。

そのような中、ベトナム経済は一昨年8％、昨年は5%以上の成長。

ベトナムは、腐敗克服と並行して経済成長を継続できる可能性。 

チョン書記長が主宰する汚職腐敗防止指導委員

会の会合。党や政府の幹部等による汚職事案に

ついて検討が行われている。

（写真・TTXVN）



最高指導部人事への影響

今年に入ってからの政変劇は、結果として、２０２６年１月の次期党大会で予定されて
いた最高指導部人事を前倒しで実施することに。

本年１月にチョン書記長の容態悪化、早期退任の見方が流れ始めた段階で有力後
継候補とされたのは、フエ前国会議長とトー・ラム前公安大臣。

フエ前国会議長：財政大臣、ハノイ市書記などを歴任。経済に明るいテクノクラート。ゲア
ン省・ハティン省の出身者で形成される「ゲティン閥」の支持。

トー・ラム前公安大臣：最有力省庁・公安省のキャリアを上り詰めた超エリート。音楽をこ
よなく愛し、経済にも通ずる教養人。日本に知人多数。  

最近の指導者交代劇の中で、2人の明暗は大きく別れた。即ち、フエ国会議長が腐敗
事案の道義的責任で辞任。一方で、トー・ラム公安大臣が国家主席に昇進。

チョン書記長の死去を受けて、本年８月トー・ラム氏が新書記長就任。

国会におけるトー・ラム氏の

国家主席就任宣誓



ベトナムの投資環境への影響

理由１：トー・ラム新書記長の下に新たな最高指導体制が発足。以
下の状況を見る限り、トー・ラム新体制の基盤固めは順調に進展。

（１）公安大臣の後任人事：トー・ラム氏の後任の公安大臣には、
最も信頼を寄せる同郷（フンイエン省出身）のルオン・タム・クアン
公安副大臣が就任。クアン新公安大臣は順当に政治局員に昇進。

（２）軍との関係 ：軍からはルオン・クオン人民軍総政治局長が
党内序列第５位の「書記局常務」に抜擢された。現状では新指導
部と軍との間に大きな軋轢は見当たらない。

（３）「ゲティン閥」との関係：退任したフエ前国会議長の支
持母体：「ゲティン閥」にも手厚い配慮。新書記長就任のお披露目
では、新書記長を囲んだ幹部６名のうち３名が「ゲティン閥」（右写
真）。党組織委員長や副首相等の要職にゲアン、ハティン省出身
者を登用。 

ベトナム政局が複雑に揺れ動く中、ベトナムの投資環境は大丈夫かとの心配の声が上がっている。しかし、現状では、

投資環境に及ぼす影響は、世上懸念されているほど大きくはないと観られる。 

トーラム新書記長就任時のお披露目写真。
新書記長の両脇がチン首相とマン国会議長。
その右側には、クオン書記局常務（軍出身）、
チャック党中央内政委員長（ゲアン出身）が、
左側には、トゥ党中央監査委員長（ハティン出身）
、フン組織委員長（ハティン出身）が並んでいる。



ベトナムの投資環境への影響（２）

第二の理由は、経済政策をリードするチン首相の留任。

ベトナムでは、「力の官庁」は書記長、「経済官庁」は首相の統括下に。

→ チン首相の留任は政策の一貫性を保ち、投資家にとって安心材料。

チン首相サイドからは、今回の政変が投資環境に与える影響は殆どなく、安心
して欲しいと言うメッセージが送られてきている。

一部には、新書記長就任により「公安国家化」が進むのではとの懸念の声。

しかし、海外投資受入れが経済成長には不可欠という認識が浸透しているベ
トナムでは、公安当局による外国投資家への干渉は比較的少なかったし、今
後も起こりにくい。

トー・ラム新書記長自身、海外からの投資を重視。邦人を巻き込んだ深刻な
事案解決のため、トー・ラム公安大臣（当時）自らベトナム上層部の調
整に動いて頂いた事もあった。

2024年4月に行われた本使による

トー・ラム公安大臣（当時）への

離任表敬挨拶

ベトナムの伝統楽器の横笛を頂いた



「和解と団結」を重んじる政治文化 

• ベトナムには「和解と団結」を重んじる独特の政治文化。 ホーチミン主
席以来の伝統。

• 若き日のホーチミン主席は、儒教の礼記の中の『大同説』、即ち、「天
下を公となし、賢をえらび能とくみし、信をはかり睦をおさめ」れば、人々が
みな助けあう社会ができるという「理想郷論」を信奉。国家指導者となっ
た後も、集団主義を重んじ、「団結、団結、大団結」と常々提唱。

• ベトナム政治は、対立を克服し、和解する「切り替え」が頗る上手い。

ー フック元国家主席は、昨年の退任直後から日本の要人を公的場所
で接遇。ベトナム国会開会式では、最前列に座り、他の指導者と談笑。

ー フエ前国会議長も、退任後の５月、国会開会に先立って行われた
ホーチミン廟参拝にフック元国家主席他とともに最前列で参加。（右写
真参照）

• このようなベトナムの政治文化からすれば、次期党大会に向けて様々な
政治的駆け引きはあろうが、ベトナム指導部は、対立を克服し、和解し、
団結して新しい体制の確立に向かうのではないか。 

2024年5月18日、国会第7会期開幕に先立って、

指導者によるホーチミン廟への参拝が行われ

た。参拝には退任した指導者も含まれ、フッ

ク元国家主席（右から４人目）やフエ前国会

議長（左端）は最前列に位置している。

（写真・TTXVN）



高所得国入りの「生みの苦しみ」

•故チョン書記長の主導し、トー・ラム新書記長に引き継がれた「反腐敗キャンペーン」は、ベ
トナムが、海外から質の高い投資を受け入れ、２０４５年の独立１００周年までの高所
得国入りという大目標を達成するためには不可欠の大事業。

•腐敗克服は、伝統的なアジア社会が近代化する上で避けては通れない課題。日本にも、
疑獄事件が相次いだ時代があった。今もベトナムだけではなく多くのアジア諸国が腐敗克服
に取り組んでいる。

•腐敗克服に向けた道程は平坦ではないが、ダイナミズムに溢れるベトナム経済は、指導者
交代劇の真只中の２０２４年第一四半期には5.7%、第二四半期には６.９％もの成
長を達成。ADBによる２０２４年通年の成長予想も6％台。

•ベトナム人の勤勉さ、理数系能力の高さ、技術革新への適応力、旺盛なチャレンジ精神、
そして「和解と団結」の政治文化に鑑みれば、２０４５年までの高所得国入りという大目
標達成は可能。

•最近の政治的混乱は、そのための「生みの苦しみ」のように思われる。



ベトナムの『竹外交』

したたかな戦略的計算に基づく「全方位外交」



Bamboo 
Diplomacy 
(竹外交)

（2016年8月に開催さ
れたベトナム外務省主
催第29回外交会議にお
いて、グエン・フー・
チョン・ベトナム共産
党書記長が提唱）

2021年12月に行われた党政治局主催の全国対外政策会議に

おけるチョン書記長演説

「根はしっかりと、身は固く、枝はしなやか」

「穏和で機知に富むが、大変堅強で決意が固く、試練や困

難を前に柔軟で創造的だが、勇敢で筋を通し、肝の座った

外交」

  したたかな戦略的計算に基づく「全方位外交」



過去１年足らずの間に米中露の首脳がベトナムを二国間訪問

２３年９月

バイデン米大統

領訪越

２３年１２月

習近平中国国家

主席訪越

２４年６月

プーチンロシア

大統領訪越



一方、2022年12月以降、日米韓豪との関係を「包括的戦略的
パートナーシップ」に格上げ（それ以前の「包括的戦略的パート
ナー」は露中印のみ）

２２年１２月 韓国 （フック国家主席訪韓）

２３年 ９月 米国 （バイデン大統領訪越）

２３年１１月 日本 （トゥオン国家主席訪日）

２４年 ３月 豪州 （チン首相訪豪）



トー・ラム
新書記長の
発言・動向

１.  発言

• 2024年５月の国家主席就任時に「ベトナムの
『竹外交』の特色を維持する」旨発言。

• ８月の書記長就任後のインタビューでは、「すべ
ての国との友好を深める方針だ。これが私たち
の外交政策であり、変えることはない。」と発言。

• 一方、書記長就任後は、『竹外交』に明示的
言及なし。

２．動向

• ８月、書記長就任後の初外遊で中国を訪問
し、習近平国家主席と会談。

• ９月、訪米し、国連未来サミットに出席、バイデ
ン大統領と会談、米大手IT企業等と面談。



第７９回国連総会におけるバイデン米大統領スピーチ
（ベトナム関係部分抜粋）
2024年9月24日 於ニューヨーク

≈

• I’ve seen a remarkable sweep of history. I was first elected to office in the United States of America 
as a U.S. senator in 1972. （略）

• I was 29 years old. Back then, we were living through an inflection point, a moment of tension and 
uncertainty. The world was divided by the Cold War. The Middle East was headed toward 
war. America was at war in Vietnam, and at that point, the longest war in America’s history.

（略）

• The United States and the world got through that moment. It wasn’t easy or simple or without 
significant setbacks. But we would go on to reduce the threat of nuclear weapons （略） through 
arms control and then go on to bring the Cold War itself to an end. Israel and Egypt went to war 
but then forged a historic peace. We ended the war in Vietnam.

• The — last year, in Hanoi, I was — met with the Vietnamese leadership, and we elevated our 
partnership to the highest level. It’s a testament to the resilience of the human spirit and the 
capacity for reconciliation that today the United States and Vietnam are partners and friends, and 
it’s proof that even from the horrors of war there is a way forward. Things can get better.

• We should never forget that. I have seen that throughout my career.



日越の「共感と共鳴」の原点

１.   精神文化における共通性：

• 大乗仏教、

• 儒教（科挙の制）

• 漢字文化圏

２.   歴史的交流：

• ８世紀（仏哲、阿倍仲麻呂）

• 16~17世紀（朱印船交易、ホイアン日本橋、アニオー姫）

３.   里山コミュニティ：

• 協調性を重視する社会



１ .   精神文化における日越の共通性

•大乗仏教圏、儒教圏、漢字文化圏

→ 精神文化的には、越は、北東アジア圏

→   ラオス・カンボジア以西は、小乗仏教、ヒンドゥー教、

サンスクリット文字の影響大

•科挙の制：ハノイの「文廟」と「湯島の聖堂」「足利学校」

→ 越は多くの理数系人材を輩出

→ 北東アジア的なIT等の技術集約的成長を志向



大乗仏教が主流

出典：ルパート・ゲシン➢ Rupert Gethin➢ licensed under CC−BY−SA 3➢ 0➢

北東アジアに共通する文化・歴史圏

3



大乗仏教が主流

出典：ルパート・ゲシン➢ Rupert Gethin➢ licensed under CC−BY−SA 3➢ 0➢

北東アジアに共通する文化・歴史圏

3

漢字文化圏

4



儒教の影響

孔子を祀った文廟 。
文廟 では、科挙の試験が行われていた。合格者の名前を記載した
石碑が保存されている。 5



日本にある孔子廟 湯島聖堂（１６９０年創建）

孔子像 6



・８世紀：

→ 東大寺の大仏開眼式に林邑僧・仏哲が渡来。
  林邑楽（雅楽の源流の一つ）を伝える。

→ 阿倍仲麻呂がゲアン省付近に漂着。
  後に鎮南都護としてハノイに在勤。

• 16~17世紀：

→ 朱印船交易が隆興。陶器、織物、香木などがもたらされる。

→  ホイアンには大規模な日本人街（日本橋、アニオー姫）。

２ .   日越の歴史的交流



林邑僧・仏哲が、東大寺大仏開眼式で林邑楽を奉納

古くからある日本とベトナムの直接交流
８世紀頃から始まる日越間の交流の端緒

仏哲
736年に来日、東大寺大仏開眼式で林邑楽（りんゆうがく）を奉納

2010年、ベトナム文化・スポーツ・観光省文化技術研究院の林邑楽調査団が訪日
した際、三田徳明雅楽研究会が林邑楽を演奏 9



阿倍仲麻呂：
• 唐からの帰国途中に難破しゲアン省付近に漂着
• その後、鎮南都護として交州（ハノイ）に在任

唐で月見をしながら日本を思う阿倍仲麻呂
10



１６世紀から１７世紀の朱印船貿易

安南（ベトナム）や暹羅シャム（タイ）との貿易で活躍した荒木宗太郎
の船を描いたもの

11



ホイアン旧日本人街に展示される朱印船

長崎県からホイアンに寄贈された朱印船（レプリカ）

12



ホイアンに日本町が
築かれる。
現在も日本式の橋
「日本橋」が現存。

今もホイアンに残されている日本人商人
谷弥次郎兵衛のお墓

13



50周年記念オペラ：アニオー姫

日本の商人・荒木
宗太郎と結婚した
ベトナムのゴック
ホア姫。
２人の恋物語を題
材にした、新作オ
ペラ「アニオー姫
」が昨年9月に世
界初演。
同オペラのキービ
ジュアルはホイア
ン在住の日本人ア
ーティストが作成
。

アニオー姫の鏡 14



「長崎くんち」において、7年に1度「御朱印船」の演目で再現されている。日越外交関
係樹立５０周年を記念し、昨年１０月に開催されるお祭りで披露された。

長崎の祭事「長崎くんち」

15



交易国家としての台頭
チャンパ裂（ぎれ）

7



•日越双方の社会意識の原点の一つは「里山」にある。

→  温暖な気候、降水量、高低差、多数の河川、肥沃な土地等、
   日越には「里山」を生み出す共通条件がある。

→ 越の国づくり神話の舞台フート省は、典型的な「里山」

•「里山」社会の特徴は協調性重視（cf. 「大陸」社会）

→ 越の理想的指導者像＝ホーチミン国家主席（ホー叔父さん）

３ .「里山」コミュニティ：



里山的環境に育まれたコミュニテイ意識

野生動物（狩猟）
山菜や野草

田んぼで稲作
豊かな水資源

ため池
家畜 畑で野菜や果物

を栽培

木材や竹材、落ち葉などを生活のために活用
（建材、燃料材、肥料として）

自然の恵みを受け、
自然と調和した
人々の豊かな生活

出典：静岡市作成パンフレット

日本の里山のイメージ

16



フート省の景色

17



フート省の景色
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ハザン省の景色

19



ハザン省の景色

20



サパの景色

21
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